
第212号 （４）鎌 ケ 谷 市 議 会 だ よ り

各
会
派
の
代
表
者
が
市
長
の
提
出

議
案
に
対
し
て
、
質
疑
し
ま
し
た

議
案
に
対
す
る
質
疑

議
案
に
対
す
る
質
疑

令和７年11月 15日

（お知らせ）次の議会だよりは、２月15日（日）発行予定です

　

　

　　　

　　

　　　　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　　　　 　
　
　
　
　

　
　
　

　　　　　　 　
　
　
　
　
　

　
　
　

政

友

会
泉
川
　
洋
二

未

来

会

議
德
野
　
　
涼

公

明

党
伊
福
　
幸
一

○
議
案
第
６
号

問　

市
独
自
の
基
準
を
導
入
す
る

経
緯
を
伺
い
ま
す
。

答　

本
条
例
で
は
、
国
の
基
準
府

令
に
定
め
る
基
準
の
例
と
す
る
改

正
を
し
ま
す
が
、
市
独
自
の
基
準

を
設
け
る
も
の
は
２
点
あ
り
ま
す
。

　

１
点
目
、
家
庭
的
保
育
事
業
等

に
対
し
、
国
の
基
準
を
超
え
て
、

そ
の
設
備
及
び
運
営
を
向
上
さ
せ

る
よ
う
勧
告
す
る
と
き
は
、
市
町

村
児
童
福
祉
審
議
会
の
意
見
を
聞

く
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
任

意
設
置
と
な
る
当
該
審
議
会
は
市

に
未
設
置
で
あ
る
た
め
、
そ
の
機

関
と
し
て
鎌
ケ
谷
市
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
を
規
定
し
ま
し
た
。

　

２
点
目
、
事
業
所
内
保
育
事
業

に
お
け
る
乳
児
室
の
面
積
要
件
で
、

国
の
基
準
で
は
乳
児
ま
た
は
幼
児

１
人
に
つ
き
１
・
65
㎡
以
上
の
と

こ
ろ
、
保
育
所
や
小
規
模
保
育
事

業
の
面
積
と
同
様
に
３
・
３
㎡
以

上
へ
拡
充
し
て
い
ま
す
。
千
葉
県

　

な
お
、
会
計
年
度
任
用
職
員
は
、

現
在
３
歳
未
満
の
子
を
対
象
に
部

分
休
業
を
取
得
可
能
で
す
が
、
小

学
校
就
学
前
ま
で
に
対
象
を
拡
充

し
、
さ
ら
に
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年

度
任
用
職
員
は
新
た
に
子
育
て
部

分
休
暇
を
取
得
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

市
職
員
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
恒
常

に
認
可
権
限
が
あ
る
保
育
所
の
認

可
基
準
に
合
わ
せ
、
１
人
当
た
り

の
面
積
を
広
く
確
保
す
る
こ
と
で

乳
児
の
安
全
面
を
確
保
し
て
い
ま

す
。

○
議
案
第
12
号

問　

生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
改

修
事
業
に
つ
い
て
、
実
施
計
画
に

未
計
上
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
改
修
を

追
加
し
た
理
由
を
伺
い
ま
す
。

答　

当
初
は
、
令
和
９
年
度
の
計

画
で
し
た
が
、
令
和
８
年
度
に
実

施
予
定
の
ト
イ
レ
等
改
修
工
事
の

設
計
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
一
定

期
間
の
休
館
を
伴
う
工
事
と
な
る

こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
か
ら
、
利

用
者
の
負
担
を
最
小
限
に
し
て
市

の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
に

基
づ
く
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
実
現
を
目
指
す
た
め
、
令
和
８

年
度
の
ト
イ
レ
等
改
修
工
事
と
併

せ
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
改
修
工
事
を
実

施
で
き
る
よ
う
、
計
画
を
前
倒
し

て
設
計
を
行
う
も
の
で
す
。

○
議
案
第
11
号

問　

選
挙
に
関
わ
る
公
費
負
担
の

引
上
げ
の
理
由
と
、
直
近
の
市
長

選
挙
、
市
議
会
議
員
選
挙
に
当
て

は
め
る
と
、
経
費
の
増
加
は
ど
の

程
度
か
伺
い
ま
す
。

答　

国
政
選
挙
の
公
費
負
担
の
限

度
額
は
、
参
議
院
議
員
選
挙
前
に

見
直
さ
れ
、
最
近
の
物
価
変
動
等

に
鑑
み
令
和
７
年
６
月
４
日
に
改

正
さ
れ
た
公
職
選
挙
法
施
行
令
に

準
じ
て
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

本
年
６
月
の
市
長
選
挙
に
当
て

は
め
る
と
、
立
候
補
者
８
名
を
想

定
し
た
当
初
予
算
で
は
、
選
挙
用

ビ
ラ
は
８
万
３
千
200
円
、
選
挙
用

○
議
案
第
16
号
～
20
号

問　

基
金
残
高
が
減
額
と
な
っ
た

見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　

基
金
残
高
の
減
少
は
、
主
に

３
点
の
要
因
が
あ
り
ま
す
。

　

１
点
目
、
全
国
的
な
少
子
高
齢

化
の
進
展
や
人
件
費
の
増
な
ど
で
、

決
算
額
を
比
較
す
る
と
、
扶
助
費

で
は
令
和
５
年
度
は
約
118
億
円
、

令
和
６
年
度
は
約
123
億
円
と
約
５

億
円
、
４
・
５
％
の
増
、
人
件
費

で
は
令
和
５
年
度
は
約
69
億
円
、

令
和
６
年
度
は
約
75
億
円
と
約
６

億
円
、
８
・９
％
の
増
と
な
り
ま
し

た
。

　

２
点
目
、
北
千
葉
道
路
の
整
備

を
見
通
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
緑
道

の
整
備
、
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、

避
難
所
と
な
る
体
育
館
の
改
修
な

ど
、
今
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ポ
ス
タ
ー
は
６
万
720
円
、
合
計
14

万
３
千
920
円
の
増
と
な
り
ま
す
。

実
績
は
、
立
候
補
者
２
名
で
、
ビ

ラ
は
２
万
800
円
、
ポ
ス
タ
ー
は
１

万
５
千
180
円
、
合
計
３
万
５
千
980

円
の
増
と
な
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
４
月
の
市
議
会
議
員

選
挙
は
、
立
候
補
36
名
を
想
定
し

た
令
和
５
年
度
予
算
で
は
、
選
挙

用
ビ
ラ
は
９
万
３
千
600
円
、
選
挙

用
ポ
ス
タ
ー
は
27
万
３
千
240
円
、

合
計
36
万
６
千
840
円
の
増
と
な
り
、

実
績
は
、
立
候
補
者
26
名
で
、
ビ

ラ
は
６
万
７
千
600
円
、
ポ
ス
タ
ー

は
19
万
７
千
340
円
、
合
計
26
万
４

千
940
円
の
増
と
な
り
ま
す
。

事
業
が
集
中
し
た
こ
と
で
す
。

　

３
点
目
、
物
価
高
騰
等
を
踏
ま

え
、
令
和
６
年
度
は
国
民
健
康
保

険
料
の
改
定
を
行
わ
ず
、
一
般
会

計
か
ら
の
補
填
を
行
い
、
こ
の
赤

字
繰
入
れ
分
が
約
４
億
５
千
万
円

と
な
っ
た
こ
と
で
す
。

　

令
和
６
年
10
月
に
公
表
さ
れ
た

千
葉
県
内
市
町
村
の
推
計
で
は
、

当
面
財
政
調
整
基
金
残
高
の
減
少

傾
向
が
続
く
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

今
後
は
、
新
鎌
ケ
谷
駅
周
辺
地

区
の
開
発
動
向
な
ど
で
市
税
の
増

が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
２
、
３
年

は
厳
し
い
財
政
状
況
が
想
定
さ
れ

る
の
で
、
行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ

ン
の
取
組
に
加
え
、
従
来
以
上
の

歳
入
確
保
、
歳
出
削
減
を
行
い
、

基
金
残
高
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

立

憲

民

主

党
河
内
　
一
朗

的
に
部
分
休
業
等
を
取
得
す
る
必

要
が
な
い
場
合
、
例
え
ば
保
育
園

等
の
行
事
な
ど
の
必
要
な
日
の
み

取
得
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
勤
務
時
間
の
途
中
で

も
取
得
可
能
と
な
る
こ
と
で
、
仕

事
と
育
児
の
両
立
支
援
が
よ
り
図

り
や
す
く
な
り
ま
す
。

○
議
案
第
２
号

問　

条
例
改
正
の
経
緯
と
概
要
、

ま
た
市
職
員
の
メ
リ
ッ
ト
を
伺
い

ま
す
。

答　

地
方
公
務
員
法
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
を

踏
ま
え
、
未
就
学
の
子
を
養
育
す

る
職
員
を
対
象
と
し
た
部
分
休
業

等
を
拡
充
し
、
市
職
員
が
仕
事
と

育
児
を
両
立
し
や
す
い
環
境
を
整

備
す
る
も
の
で
す
。
部
分
休
業
及

び
子
育
て
部
分
休
暇
は
、
現
在
ど

ち
ら
も
１
日
に
つ
き
２
時
間
の
範

囲
内
で
取
得
可
能
で
す
が
、
新
た

に
１
年
に
つ
き
10
日
相
当
の
範
囲

内
の
取
得
形
態
を
選
択
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
鎌
ケ
谷
市
一
般
会

計
、
３
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決

算
及
び
１
事
業
会
計
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
に
つ
い
て
の
主
な
審

査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
総　

括
〉

問　

決
算
全
体
の
市
長
の
評
価
を

伺
い
ま
す
。

答　

未
来
に
つ
な
げ
る
投
資
を
行

っ
て
い
く
と
い
う
強
い
決
意
で
編

成
し
た
６
年
度
予
算
は
、
新
鎌
ケ

谷
地
区
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
や
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
事

業
、
さ
ら
な
る
子
育
て
世
代
の
支

援
の
た
め
の
事
業
な
ど
様
々
な
事

業
に
取
り
組
み
、
公
約
に
掲
げ
た

未
来
に
希
望
を
持
て
る
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
に
向
け
て
、
成
果
が
上

げ
ら
れ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

施
政
方
針
に
掲
げ
た
事
業
は

目
標
に
対
し
、
ど
の
程
度
成
果
に

近
づ
い
た
と
評
価
さ
れ
る
か
伺
い

ま
す
。

答　

３
つ
の
事
業
を
施
政
方
針
に

掲
げ
、
１
つ
目
の
新
鎌
ケ
谷
駅
周

辺
地
区
を
中
心
と
し
た
投
資
で
は
、

新
鎌
ケ
谷
駅
南
側
の
県
有
地
を
市

が
取
得
し
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ

る
企
業
誘
致
の
実
現
、
北
千
葉
道

路
沿
線
を
含
む
市
街
化
調
整
区
域

に
お
け
る
土
地
利
用
方
針
の
策
定

に
着
手
、（
仮
称
）
緑
道
の
整
備

で
は
、
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路

の
整
備
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

２
つ
目
の
子
育
て
世
代
へ
の
支

援
で
は
、
小
学
校
１
年
生
の
学
校

給
食
費
の
無
償
化
の
実
現
、
市
制

記
念
公
園
水
遊
び
場
の
開
設
、
こ

ど
も
医
療
費
、
高
校
生
等
医
療
費

の
助
成
、
多
子
世
帯
へ
の
保
育
料

及
び
学
校
給
食
費
の
減
免
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

３
つ
目
の
防
災
対
策
の
強
化
で

は
、
避
難
所
の
環
境
改
善
の
た
め
、

市
民
体
育
館
や
小
中
学
校
体
育
館

へ
の
空
調
設
備
設
置
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

い
ず
れ
も
当
初
の
目
標
ど
お
り

事
業
を
進
め
、
未
来
に
つ
な
げ
る

投
資
・
か
ま
が
や
の
街
づ
く
り
を

加
速
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
評

価
し
て
い
ま
す
。

〈
歳　

入
〉

問　

繰
入
金
に
つ
い
て
、
当
初
予

算
は
約
30
億
円
で
あ
っ
た
が
、
３

億
３
千
万
円
の
補
正
を
し
た
理
由

を
伺
い
ま
す
。

答　

補
正
予
算
編
成
に
当
た
り
、

歳
入
歳
出
の
差
額
に
つ
い
て
財
政

調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
れ
を
行
い
、

年
度
の
合
計
で
約
２
億
３
千
万
円

の
繰
入
金
を
追
加
し
た
ほ
か
、
令

和
５
年
度
決
算
の
確
定
に
伴
い
、

介
護
保
険
特
別
会
計
か
ら
約
９
千

万
円
の
繰
入
金
を
追
加
し
た
も
の

で
す
。

〈
歳　

出
〉

問　

国
登
録
有
形
文
化
財
澁
谷
家

住
宅
保
存
活
用
計
画
が
文
化
庁
の

認
定
を
受
け
た
メ
リ
ッ
ト
を
伺
い

ま
す
。

答　

地
域
の
大
切
な
文
化
財
で
あ

る
と
の
共
通
認
識
を
持
ち
、
保
存

活
用
を
適
切
に
図
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
国
の
補
助
金
を

活
用
す
る
際
、
優
先
採
択
さ
れ
る

ほ
か
、
今
後
の
保
存
活
用
で
技
術

面
や
、
財
政
面
か
ら
の
支
援
を
受

け
や
す
く
な
り
ま
す
。

決

算

審

査

特

別

委

員

会

決
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員

委
員
長

針
　
貝
　
和
　
幸

副
委
員
長

富
　
田
　
信
　
恵

委　
　

員

伊
　
藤
　
　
　
仁

委　
　

員

矢
　
崎
　
　
　
悟

委　
　

員

寺
　
本
　
真
　
理

委　
　

員

後
　
関
　
俊
　
一

委　
　

員

葛
　
山
　
繁
　
隆

委　
　

員

津
久
井
　
清
　
氏

委　
　

員

森
　
谷
　
　
　
宏

議案番号等 件　　　　　　　名 審議結果

議案第１号 鎌ケ谷市一般職の任期付職員の採用に関する条例の一部を改正する条例の
制定について 原案可決 全会一致

議案第２号 鎌ケ谷市職員の育児休業等に関する条例及び鎌ケ谷市職員の勤務時間、休
暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第３号 鎌ケ谷市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて 原案可決 全会一致

議案第４号 鎌ケ谷市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条
例の制定について 原案可決 全会一致

議案第５号 鎌ケ谷市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第６号 鎌ケ谷市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の制
定について 原案可決 全会一致

議案第７号 鎌ケ谷市指定地域密着型サービス及び指定地域密着型介護予防サービスの
事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第８号 鎌ケ谷市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定め
る条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第９号 鎌ケ谷市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定め
る条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第10号 鎌ケ谷市地域包括支援センターの人員等に関する基準を定める条例の制定
について 原案可決 全会一致

議案第11号 鎌ケ谷市議会議員及び鎌ケ谷市長の選挙における選挙運動の公費負担に関
する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 賛成多数

議案番号等 件　　　　　　　名 審議結果
議案第12号 令和７年度鎌ケ谷市一般会計補正予算（第４号） 原案可決 全会一致
議案第13号 令和７年度鎌ケ谷市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決 賛成多数
議案第14号 令和７年度鎌ケ谷市介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決 全会一致
議案第15号 令和７年度鎌ケ谷市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決 賛成多数
議案第16号 令和６年度鎌ケ谷市一般会計歳入歳出決算の認定について 認　　定 全会一致
議案第17号 令和６年度鎌ケ谷市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定 全会一致
議案第18号 令和６年度鎌ケ谷市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定 全会一致
議案第19号 令和６年度鎌ケ谷市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定 全会一致
議案第20号 令和６年度鎌ケ谷市下水道事業会計決算の認定について 認　　定 全会一致
議案第21号 鎌ケ谷市立図書館外壁等改修（建築）工事請負変更契約の締結について 同　　意 全会一致
議案第22号 消防ポンプ自動車の購入について 同　　意 全会一致
議案第23号 消防団消防ポンプ自動車の購入について 同　　意 全会一致
議案第24号 鎌ケ谷市市道路線の認定及び廃止について 原案可決 全会一致
議案第25号 令和７年度鎌ケ谷市一般会計補正予算（第５号） 原案可決 全会一致
諮問第１号 人権擁護委員の推薦について意見を求めることについて 適　　任 全会一致
発議案第１号 義務教育費国庫負担制度の堅持等に関する意見書 原案可決 全会一致
陳情7-9-1 「国における2026年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する陳情書 採　　択 全会一致
陳情7-9-2 「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する陳情書 採　　択 全会一致

令和７年９月会議の審議結果一覧

※審議の詳細な内容については、11月中旬に市議会ホームページに掲載される会議録をご覧ください。


